
知 的 資本�

2
工
業
化
社
会
の
始
ま
り
か
ら
今
日
ま
で
、
企
業
を
測

る
共
通
の
『
も
の
さ
し
』
と
し
て
国
際
会
計
基
準
が
存

在
す
る
が
、
一
五
世
紀
に
イ
タ
リ
ア
で
発
明
さ
れ
た

「
複
式
簿
記
」
か
ら
発
展
し
て
き
た
こ
の
『
も
の
さ
し
』

で
は
測
り
き
れ
な
い
も
の
と
し
て
、
知
的
資
本
＝
企
業

の
潜
在
的
な
価
値
が
あ
る
と
前
回
説
明
し
た
。
知
識
・

経
験
を
ベ
ー
ス
に
し
た
組
織
が
保
有
す
る
能
力

（C
ap
ab
ility

）
や
企
業
文
化
（C

orp
orate

C
u
ltu
re

）、

顧
客
基
盤
や
顧
客
と
の
関
係
性
、
事
業
活
動
を
支
援
す

る
取
引
先
の
基
盤
や
関
係
性
な
ど
と
い
っ
た
、
企
業
が

保
有
す
る
無
形
の
価
値
は
、
会
計
上
の
科
目
と
し
て
記

載
す
る
こ
と
は
買
収
時
に
お
け
る
の
れ
ん
代
と
い
っ
た

特
定
の
ケ
ー
ス
以
外
は
困
難
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
会
計
的
に
は
識
別
不
可
能
な
資
産
（
知
的

資
本
、
知
的
資
産
）
を
め
ぐ
っ
て
、
以
下
の
理
由
・
背

景
か
ら
い
ま
可
視
化
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。

a
・
企
業
の
持
続
成
長
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
、
成

長
・
競
争
力
の
源
泉
で
あ
る
知
的
資
本
を
可
視
化
し
、

把
握
す
る
必
要
が
あ
る
。

b
・
財
務
的
な
指
標
（
売
上
、
利
益
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ

ロ
ー
な
ど
）
に
よ
る
管
理
の
み
で
は
事
業
活
動
の
結

果
を
集
計
す
る
に
過
ぎ
ず
、
期
中
に
修
正
を
か
け
た

り
、
必
要
な
施
策
を
打
っ
た
り
す
る
こ
と
が
困
難
で

あ
る
。
ゆ
え
に
、
財
務
目
標
を
実
現
さ
せ
る
た
め
の
、

先
行
的
な
指
標
と
し
て
非
財
務
の
指
標
を
設
定
し
、

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
機
能
を
持
つ
必
要
性
が
あ
る
。

c
・
上
場
企
業
が
投
資
家
や
市
場
に
対
し
て
、
自
ら
の

企
業
価
値
を
十
分
説
明
す
る
に
は
、
財
務
業
績
だ
け

で
は
困
難
で
あ
る
。
一
部
の
高
い
業
績
を
実
現
し
て

い
る
企
業
以
外
は
、
P
B
R
も
低
く
、
実
質
的
に
簿

価
以
上
の
価
値
を
市
場
が
認
知
で
き
な
い
状
態
に
あ

る
。

d
・
企
業
買
収
の
デ
ュ
ー
・
デ
リ
ジ
ェ
ン
ス
と
し
て
、

財
務
的
・
法
務
的
な
監
査
に
加
え
、
ビ
ジ
ネ
ス
監
査

を
実
施
し
、
対
象
企
業
の
経
営
者
の
能
力
や
、
顧
客

基
盤
や
顧
客
と
の
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
非
財
務
の
情

報
を
事
前
に
把
握
す
る
こ
と
が
、
買
収
後
の
タ
ー
ン

ア
ラ
ウ
ン
ド
を
成
功
さ
せ
る
確
率
を
高
め
る
要
件
と

な
っ
て
き
て
い
る
。
財
務
諸
表
で
は
表
れ
な
い
企
業

の
潜
在
力
を
可
視
化
す
る
に
は
、
知
的
資
本
評
価
と

い
う
考
え
方
が
有
効
で
あ
る
。
で
は
、
知
的
資
本
評

価
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
。

知
的
資
本
評
価
に
つ
い
て
は
国
内
外
で
い
く
つ
か
の

手
法
が
存
在
す
る
が
、
北
欧
で
一
九
九
〇
年
代
に
先
駆

的
に
実
践
さ
れ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
知
的
資
本
経
営
の
サ

ク
セ
ス
モ
デ
ル
と
し
て
認
知
さ
れ
た
ス
カ
ン
デ
ィ
ア
社

（
本
社
・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
）
の
手
法
か
ら
発
展
し
た
、

In
tellectu

al
C
ap
ital

S
w
ed
en

社
が
開
発
し
たIC

R
ating

®

と
い
う
手
法
を
こ
こ
で
紹
介
し
た
い
。

IC
R
ating

®

で
は
、
知
的
資
本
を
「
組
織
構
造
資
本
」

「
人
的
資
本
」「
関
係
構
造
資
本
」
と
い
う
三
つ
の
資
本

体
系
に
区
分
し
て
構
成
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
個
別

資
本
を
さ
ら
に
分
解
し
、「
プ
ロ
セ
ス
」「
知
的
財
産
」

「
経
営
陣
」「
従
業
員
」「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」「
ブ
ラ
ン
ド
」

「
顧
客
」
の
七
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
あ
る
。
ま
た
、
知
的

資
本
に
相
対
す
る
要
素
と
し
て
「
ビ
ジ
ネ
ス
レ
シ
ピ
」

と
い
う
概
念
を
保
有
し
て
い
る
。
個
々
の
企
業
の
事
業

ド
メ
イ
ン
と
事
業
戦
略
は
知
的
資
本
に
結
び
つ
い
て
い

る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
思
想
が
背
景
に
あ
る
か
ら
で
あ

る
。

IC
R
atin
g
®

の
ひ
と
つ
の
特
徴
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る

の
が
、
現
在
と
未
来
の
二
つ
の
時
間
軸
で
あ
る
。
財
務

業
績
は
過
去
の
活
動
の
結
果
（
＝
過
去
）
を
あ
ら
わ
し
、

現
在
の
状
況
と
未
来
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
知
的
資
本
の

評
価
結
果
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
考
え
る
。
し
た
が
っ

て
、
上
記
に
述
べ
た
構
成
要
素
は
、
そ
れ
ぞ
れ
『
効
率

性
（
＝
現
在
を
あ
ら
わ
す
）
』
『
革
新
力
』
『
リ
ス
ク
』

（
＝
い
ず
れ
も
未
来
を
あ
ら
わ
す
）
の
三
つ
の
視
点
で
四

〜
一
〇
段
階
の
評
価
を
行
う
。

IC
R
atin
g
®

の
も
う
ひ
と
つ
の
特
徴
は
、
そ
の
リ
サ

ー
チ
手
法
に
あ
る
。
本
来
無
形
で
非
常
に
定
性
的
な
事

象
を
「
定
量
的
に
測
定
す
る
」
た
め
の
手
法
と
し
て
、

ス
テ
イ
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
対
す
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
方
式
を

採
用
し
て
い
る
。
ビ
ジ
ネ
ス
ユ
ニ
ッ
ト
単
位
で
三
〇
〜

四
〇
人
程
度
の
社
内
外
の
ス
テ
イ
ク
ホ
ル
ダ
ー
を
選
択
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企
業
の
潜
在
的
価
値
を

可
視
化
す
る

船
橋
仁

株
式
会
社
ア
ク
セ
ル
代
表
取
締
役
社
長



し
、
丁
寧
な
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
よ
る
ス
コ
ア
と
情
報
収
集

を
実
現
し
て
い
る
。
個
々
の
質
問
で
は
点
数
ス
コ
ア
を

採
取
し
、
独
自
の
ウ
ェ
イ
ト
付
け
を
行
っ
た
の
ち
、
総

合
評
価
結
果
と
し
て
A
A
A
、
B
B
と
い
っ
た
レ
タ
ー

グ
レ
ー
ド
に
よ
る
格
付
け
ス
タ
イ
ル
で
表
記
さ
れ
る
。

IC
R
atin
g
®

の
一
連
の
質
問
群
は
、
ケ
ー
ス
に
応
じ
て

若
干
の
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
は
行
う
も
の
の
、
基
本
的
に
は

多
様
な
業
種
・
業
態
の
企
業
に
共
通
的
に
適
用
で
き
る

網
羅
的
か
つ
普
遍
的
な
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

IC
R
atin
g
®

は
、
企
業
を
測
る
非
財
務
的
『
も
の
さ

し
』
と
し
て
ム
ー
デ
ィ
ー
ズ
や
S
&
P
な
ど
の
財
務
格

付
け
を
補
完
す
る
目
的
で
開
発
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
実

際
にIC

R
atin
g
®

を
導
入
す
る
企
業
に
と
っ
て
最
も
有

効
な
情
報
は
、
ス
コ
ア
や
格
付
け
結
果
で
は
な
く
、
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
形
式
の
リ
サ
ー
チ
に
伴
っ
て
収
集
さ
れ
、

レ
ポ
ー
ト
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
る
膨
大
な
量
の
コ
メ
ン

ト
情
報
に
あ
る
。
特
に
、
顧
客
や
取
引
先
と
い
っ
た
社

外
の
ス
テ
イ
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
認
識
し
て
い
る
フ
ァ
ク
ト

は
、
可
視
化
し
に
く
い
「
関
係
性
」
や
「
満
足
度
」「
期

待
値
」
を
把
握
す
る
こ
と
に
役
立
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

IC
R
atin
g
®

の
評
価
結
果
を
実
際
に
見
て
み
よ
う

（
図
表
参
照
）。
図
は
オ
ー
ル
ア
バ
ウ
ト
社
の
知
的
資
産

経
営
報
告
書
（
注
）
に
記
載
さ
れ
て
い
るIC

R
atin
g
®

の
評
価
結
果
で
あ
る
。
オ
ー
ル
ア
バ
ウ
ト
社
の
現
状
の

知
的
資
本
（
知
的
資
産
）
全
体
の
評
価
を
示
す
『
効
率

性
』
は
B
B
、
将
来
の
評
価
を
示
す
『
革
新
力
』
が
B

B
B
と
評
価
さ
れ
て
お
り
、
現
状
の
評
価
が
比
較
的
良

好
で
あ
り
、
ま
た
将
来
に
向
け
て
改
善
す
る
た
め
の
取

組
み
が
十
分
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
市
場
環

境
と
事
業
戦
略
を
あ
ら
わ
す
「
ビ
ジ
ネ
ス
レ
シ
ピ
」
の

『
効
率
性
』
が
A
A
A
と
非
常
に
高
い
状
態
と
な
っ
て
お

り
、
専
門
家
（
ガ
イ
ド
）
を
活
用
し
た
サ
イ
ト
運
営
戦

略
や
編
集
型
広
告
と
い
う
ネ
ッ
ト
広
告
業
界
で
は
ユ
ニ

ー
ク
な
事
業
モ
デ
ル
を
築
い
て
い
る
同
社
の
特
徴
を
反

映
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
にIC

R
atin
g
®

の
結
果
を
見
る
と
、
そ
の

企
業
に
つ
い
て
の
情
報
を
十
分
に
保
有
し
て
い
な
く
て

も
、
強
み
は
何
か
、
課
題
は
何
か
と
い
っ
た
、
全
体
的

な
姿
が
浮
き
上
が
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

知
的
資
本
評
価
が
、
企
業
・
組
織
を
包
括
的
に

（H
olistic

）
診
断
す
る
人
間
ド
ッ
ク
に
似
て
い
る
と
い

わ
れ
る
所
以
で
あ
る
。

可
視
化
は
企
業
の
持
続
的
成
長
に
と
っ
て
は
非
常
に

重
要
だ
が
、
可
視
化
し
た
だ
け
で
は
当
然
変
化
が
生
ま

れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
可
視
化
さ
れ
た
知
的
資
本
を
ど

の
よ
う
に
経
営
戦
略
や
業
務
改
善
に
結
び
付
け
て
い
く

か
。
次
回
は
そ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
説
明
し
た
い
。

注：

経
済
産
業
省
が
昨
年
秋
に
作
成
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
発
表

し
た
任
意
開
示
の
報
告
書
。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
価
値
創
造
の
流
れ
を

ス
ト
ー
リ
ー
で
表
現
し
、
ス
ト
ー
リ
ー
を
裏
付
け
る
経
営
指
標
を
提
示

す
る
よ
う
推
奨
し
て
い
る
。
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●知的資本の構成要素�
　（オールアバウト社の例）�

知的資本�

顧客�

BB BBB RR

BB BBB RR

ブランド�

BB BBB RR

ネットワーク�

B BBB RRR

従業員�

BB B RR

経営陣�

BB BB RR

プロセス�

B BBB RR

AAA 極めて高い�
AA 非常に高い�
A 高い�
BBB 比較的高い�
BB 平均�
B 比較的低い�
CCC 低い�
CC 非常に低い�
C 極めて低い�
D 欠如�

-  無視できる�

R  中程度�

RR  高い�

RRR  非常に高い�

関係構造資本�

BB BBB RR

組織構造資本�

B BBB RR

ビジネスレシピ�

AAA BB RR

人的資本�

BB BB RR

リ
ス
ク�

革
新
力�

効
率
性�

（注）「知的財産」は当事例の対象外です�


